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武庫小学校
気泡､温度とも高くなり､細菌の増え方も活発になる時期ですo食べる前はていね
いに石けんで手を洗いましょう｡

歯の衛生週間にちなんで､すカルシウムの多い｢ひじき｣を使用したり､よくかんで
食べる食品を使用しています｡
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みなさんは､毎宙の食事においてしっか
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りかんで食べることを心がけていますか?
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わたしたちは､食べ物をかんで細かくし
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て体にとり入れています.よくかんで食べ
.iき　IZ)　げALlう　　　　　　　い如亨　　ふたん

ないとだ液の量が河少したり､胃腸に負担
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状態に戻してむし歯予防になったりします｡また､食べ物の噂を脳に届けるためにも大切で
Q)うまAぷく如う寸うしげさたふせ9)うかゥせいか
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